


































































































 　ところで，この 10 月，東日本をおそった複数
の台風とその後の水害は相当なものであった．ま
さに社会学者の指摘する地球規模の『危機社会』
の提起したものと符合し，一方で「個人化」とい
う概念はその課題をも提起している．まさに今，
この時代に日本も直面している重要な課題であ
る．今を生きる我々はこの時代に沿ったニーズが
あり，それに向けて 21 世紀に相応しい試みに向
けて智恵を出し合って構築していく必要もあろ
う．反省的視点，グローバル視点，そして土着へ
の視点，一人一人の人間を生かせるような，想像
力を駆使して構築していきたいものである． 
 　岡村重夫は地域を考えるとき「民俗学」への接
近の必要性を指摘した．「民族としての福祉こそ
が基底となって，その上に社会福祉制度や社会福
祉文化が消長するということである」（『地域福祉』
121 号）．そこには人間が連綿と気づいてきた福
祉制度とともに，生活の中に埋もれた智恵もあ
る．我々には制度とは明確でない生活に埋め込ま
れてきた「日本的な互助社会」（恩田守雄『互助
社会論』）も存在している．しかし我々は新しい
智恵を働かせながら，新しいシステムの構築も要
求されていることは言うまでもない．地域社会は
時代が変わろうと人間が智恵を出し合って気づい
たものでもあるからだ． 
 　社会の様々な課題や福祉，そうした課題を解決
していくのは，我々自身の叡智にかかっているこ
とにある．そしてそれは日々の生活の中で，そし
て「人間福祉学」として考えていかなければなら
ない課題である． 
